
　
盛
夏
の
候
、皆
さ
ま
に
は
お
健
や
か
に
お
過

ご
し
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
こ
の
た
び
、松
本
市
高
齢
者
ク
ラ
ブ
連

合
会
の
会
長
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
青
木
忠

孝
で
す
。

　
昨
年
度
は
、小
仁
熊
恭
夫
前
会
長
の
も
と

で
副
会
長
を
務
め
、前
会
長
の
誠
実
で
温
か
い

取
り
組
み
か
ら
多
く
を
学
ば
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。ま
た
、副
会
長
と
し
て
活
動
す
る
中

で
、会
員
の
皆
様
の
温
か
さ
や
、行
事
に
向
け

た
前
向
き
な
姿
勢
に
触
れ
る
機
会
も
数
多
く

あ
り
ま
し
た
。こ
こ
に
改
め
て
深
く
感
謝
申
し

上
げ
る
と
と
も
に
、そ
の
思
い
を
し
っか
り
と

受
け
継
ぎ
、会
長
と
し
て
責
任
を
果
た
し
て
ま

い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
現
在
、全
国
的
に
単
位
ク
ラ
ブ
や
そ
の
連
合

会
で
は
、会
員
の
減
少
や
役
員
の
担
い
手
不
足

に
よ
り
、活
動
休
止
に
追
い
込
ま
れ
る
ケ
ー
ス

が
増
え
、深
刻
な
課
題
と
な
って
お
り
ま
す
。し

か
し
、こ
れ
は
悲
観
す
る
だ
け
で
は
な
く
、「こ

れ
か
ら
の
高
齢
者
ク
ラ
ブ
の
在
り
方
を
皆
さ

ん
と
と
も
に
考
え
て
い
く
大
切
な
時
期
」と
捉

え
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
例
え
ば
、地
域
を
基
盤
と
し
た
ク
ラ
ブ
だ

け
で
な
く
、「趣
味
の
会
」「運
動
ク
ラ
ブ
」「同

窓
会
」な
ど
に
も
連
合
会
の
一
員
と
し
て
加
わ

って
い
た
だ
く
こ
と
は
で
き
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
、活
動
資
金
不
足
に
悩
む
ク
ラ
ブ
や
連

合
会
の
た
め
に
、活
動
資
金
の
充
実
に
つ
い
て

働
き
か
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
さ
ら
に
、高
齢
者
ク
ラ
ブ
の
活
動
目
的
で
あ

る
「生
き
が
い
づ
く
り
・健
康
づ
く
り
・仲
間

づ
く
り
」に
は
、福
祉
ひ
ろ
ば
や
会
社
、Ｊ
Ａ
な

ど
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。こ
う
し

た
行
政
や
関
係
団
体
と
、こ
れ
ま
で
以
上
に
連

携
・協
働
で
き
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、無
理
な
く
、楽
し
く
、そ
し
て

自
然
に
仲
間
の
輪
が
広
が
る
よ
う
な
活
動
を

大
切
に
し
て
ま
い
り
ま
す
。ど
う
ぞ
気
軽
に
ク

ラ
ブ
活
動
へ
ご
参
加
い
た
だ
き
、皆
様
の
笑
顔

が
あ
ふ
れ
る
一
年
と
な
り
ま
す
よ
う
心
よ
り

願
って
お
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
ご
支
援
、ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
、よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

会
長
挨
拶
松
本
市
高
齢
者
ク
ラ
ブ
連
合
会

会
長
　
青
木
　
忠
孝
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高
齢
福
祉
課
よ
り
ご
挨
拶

　

松
本
市
高
齢
者
ク
ラ
ブ
連
合

会
加
盟
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、ま
す
ま
す
ご
清
栄
の
こ

と
と
お
慶
び
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

こ
の
た
び「
ま
つ
も
と
市
高

連
だ
よ
り
」の
発
行
に
あ
た
り
、

担
当
課
長
よ
り
ご
挨
拶
申
し
あ

げ
ま
す
。

　

松
本
市
で
は
、高
齢
者
人
口

の
増
加
と
現
役
世
代
の
減
少
が

進
み
、ピ
ー
ク
を
迎
え
る
時
期

と
さ
れ
る
２
０
４
０
年（
令
和

２２
年
）を
見
据
え
、令
和
８
年
度

は
第
１０
期
介
護
保
険
事
業
計

画
・
高
齢
者
福
祉
計
画
の
策
定

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
お
り
ま

す
。

　

第
１０
期
に
お
い
て
も
、介
護

予
防
や
健
康
づ
く
り
と
あ
わ
せ

て
、生
き
が
い
づ
く
り
や
社
会

参
加
の
機
会
の
充
実
を
図
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　

高
齢
者
ク
ラ
ブ
は
、生
き
が

い
づ
く
り
を
支
え
る
重
要
な
存

在
で
あ
る
と
と
も
に
、地
域
に

お
け
る
つ
な
が
り
を
育
み
、支

え
合
い
の
あ
る
地
域
づ
く
り
を

進
め
る
う
え
で
大
き
な
役
割
を

担
っ
て
い
ま
す
。近
年
は
、高
齢

者
の
働
き
方
や
価
値
観
の
多
様

化
な
ど
を
背
景
に
、高
齢
者
ク

ラ
ブ
へ
の
加
入
者
の
減
少
傾
向

が
み
ら
れ
る
と
伺
っ
て
お
り
ま

す
が
、人
と
人
と
の
つ
な
が
り

の
希
薄
化
が
課
題
と
な
る
中
、

そ
の
意
義
は
改
め
て
見
直
さ
れ

て
お
り
ま
す
。災
害
な
ど
の
有

事
に
お
い
て
は
、日
頃
か
ら
顔

の
見
え
る
関
係
が
安
否
確
認
や

見
守
り
、助
け
合
い
に
つ
な
が

る
な
ど
、地
域
の
力
と
し
て
大

き
く
発
揮
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、皆
様
が
長
年
に
わ
た

り
培
っ
て
こ
ら
れ
た
豊
か
な
経

験
や
知
識
、地
域
に
根
差
し
た

活
動
は
、仲
間
と
の
絆
づ
く
り

や
生
き
が
い
の
醸
成
に
と
ど
ま

ら
ず
、地
域
社
会
へ
の
貢
献
に

も
つ
な
が
る
大
変
意
義
深
い
も

の
で
す
。

　

松
本
市
高
齢
者
ク
ラ
ブ
連
合

会
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、各
種

事
業
に
積
極
的
に
取
り
組
ま
れ

て
お
り
、松
本
市
高
齢
者
カ
ラ

オ
ケ
大
会
や
松
本
市
高
齢
者
健

康
大
会（
芸
能
発
表
会
）な
ど
で

は
、日
頃
の
取
り
組
み
や
成
果

を
発
表
す
る
貴
重
な
機
会
と
な

っ
て
い
ま
す
。昨
年
度
は
、気
軽

に
楽
し
め
る
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て

人
気
が
高
ま
っ
て
い
る
モ
ル
ッ

ク
を
初
め
て
取
り
入
れ
た
大
会

も
開
催
さ
れ
、多
く
の
参
加
者

が
交
流
を
深
め
る
有
意
義
な
場

と
な
っ
た
と
伺
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
場
を
通
じ
て
、参
加

者
同
士
が
学
び
合
い
、お
互
い

に
刺
激
を
受
け
な
が
ら
交
流
を

深
め
て
い
る
こ
と
は
、大
変
意

義
深
い
も
の
と
存
じ
ま
す
。

　

第
６５
回
長
野
県
シ
ニ
ア
ク
ラ

ブ
大
会
は
、昨
年
度
松
本
市
で

開
催
さ
れ
、県
内
各
地
か
ら
会

員
が
集
ま
り
、親
睦
を
深
め
る

と
と
も
に
、そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

が
抱
え
る
課
題
や
取
り
組
み
を

共
有
で
き
る
機
会
と
な
り
ま
し

た
。こ
う
し
た
交
流
は
、今
後
の

活
動
の
充
実
に
も
つ
な
が
る
も

の
と
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

松
本
市
と
い
た
し
ま
し
て

も
、今
後
と
も
高
齢
者
ク
ラ
ブ

の
活
動
が
よ
り
充
実
し
、発
展

し
て
い
く
よ
う
、引
き
続
き
補

助
事
業
を
通
じ
て
支
援
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　

結
び
に
、松
本
市
高
齢
者
ク

ラ
ブ
連
合
会
加
盟
の
皆
様
の
ま

す
ま
す
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸

を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
、

ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

松
本
市
役
所
　
健
康
福
祉
部
　
高
齢
福
祉
課
　
福
祉
担
当
課
長
　
勝
家
　
知
子

役職名 地　区 氏　名

会　長 梓　川 青木　忠孝

副会長 寿　台 小澤　慶子

理　事

島　内 馬場　雄治

寿　台 和田　寛治

本　郷 月岡　　温

役職名 地　区 氏　名

理　事 梓　川 青木　誠一

女性
部長

島　内 石川　孝子

梓　川 二村　岐子

監　事 梓　川 青木　　厚

令和８年度　 松本市高齢者クラブ連合会役員・理事一覧
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令和８年度　松本市高齢者クラブ連合会事業計画
月 日 曜日 行事予定（議題・内容など） 備考

４ 21 火 会計監査／第１回役員会・理事会
（決算案、事業計画案、予算案審議他） ※諸調査など提出

５ 12 火 表彰審査委員会 松本市総合社会福祉センター
３階プラチナセンター大広間（奥）

６

2 火 市町村シニアクラブブロック研修会 ※県シニア連主催事業へ参加　
　総合社会福祉センター４F大会議室

9 火 春の花植え（社会奉仕活動）/懇親会/第２回 役員会・
理事会（前半主要事業検討、表彰審査結果報告他）

※年間予定事業参加事前調査書提出
※総合社会福祉センター玄関脇花壇花植え

７

15 水 「セイジ・オザワ松本フェスティバル」
花の装飾事業参加 ※参加可能な役員理事で参加

16 木 市町村シニアクラブ女性指導者研修会 ※県シニア連主催事業へ参加　塩尻市保健福祉センター

下旬 市高連だより第35号発行

31 金 第20回松本市高齢者カラオケ大会 市音楽文化ホール・メインホール　　

8
7 金 第３回役員会・理事会（高齢者クラブ大会、

ペタンク・モルック大会、作品展他） 　　

28 金 第62回松本市高齢者クラブ大会 アルピコプラザホテル

９
8 火 第４回役員会・理事会（ペタンク・モルック大会、

作品展、県シニアクラブ大会他）

17 木 第66回松本市高齢者ペタンク・モルック大会 信州スカイパーク・やまびこドーム

10

15
16

木
金 第49回松本市高齢者作品展 ※プラチナセンター利用者の会文化祭と合同開催

27 火 秋の花植え（社会奉仕活動）/第５回役員会・理事会
（健康大会、老人奉仕団活動計画他） ※総合社会福祉センター玄関脇花壇花植え

29 木 第66回長野県シニアクラブ大会（上田市） ※県シニア連主催事業へ参加
　上田市丸子文化会館セレスホール

11

初旬 市高連女性部研修会

18 水 第24回松本市高齢者健康大会
（芸能発表会） 市音楽文化ホール・メインホール

12
10 木 市町村シニア連会長・事務局会議（中南信） 塩尻市保健福祉センター市民交流室

11 金 第６回役員会・理事会（次年度計画概要他）

３ 2 火 第７回役員会・理事会（事業報告・決算見込、事業計
画・予算案他）

私たちは松本市高齢者クラブ連合会の活動を応援しています
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　市高連の最大のイベントであるクラブ大会が、令和
７年８月29日㈮、アルピコプラザホテルで開催され
ました。今年で61回を迎えました。小仁熊恭夫会長が、

「この大会で交流と親睦を深めていただきますととも
に、知識や経験を生かし、自信と誇りを持って、活動を
推進してまいりましょう」と挨拶。続いて、市長（代理・
高齢福祉課福祉担当課長）、市議会議長、社会福祉協
議会会長ら来賓から祝辞をいただきました。
　表彰では、高齢者福祉事業功労者として５名、優良

クラブとして１クラブ、会員加入促進クラブとして１ク
ラブが表彰され、表彰状が手渡されました。受彰者を
代表して北田今朝江さんが「これからも微力を尽くし
たい」と心強い謝辞を述べました。
　式典の後、アトラクションでは、フルート奏者・恩田
美佳さんの演奏を楽しみました。続く懇親会では、来
賓の方々、恩田さん、被表彰者、一般参加の会員がお
いしい料理を囲んで話に花を咲かせ、クラブ大会なら
ではの和やかなひとときが流れました。

寿台地区　北田今朝江

島内地区　石川　孝子

寿台地区　和田　寛治

島内地区　大澤　　博

島内地区　池田福資郎

高齢者福祉事業功労者（５名）

島内地区　青島ゆうゆうクラブ

優良クラブ（１クラブ）

島内地区　高松常盤会

加入促進クラブ（１クラブ）

私たちは松本市高齢者クラブ連合会の活動を応援しています
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　令和７年10月30日㈭、第65回長野県シニアクラブ大
会が、私たちの地元松本市で開催された。
　開催地は毎年、県内の市区町村シニアクラブ連合会に
よる持ち回りで、県シニアクラブ大会の運営を県シニア
クラブ連合会事務局とともに担っている。令和７年度は
松本市が会場となったことから、県シニアクラブ連合会
事務局と半年以上前から連絡を取り合い、準備を進めて
きた。

　当日は、当会役員理事も会場係や受付係を担い、県内
各地から集まるクラブの仲間たちを出迎え、大会の運営
にも尽力した。
　また、当会からは、石川副会長をはじめとする５名が
功労者表彰、１クラブが優良クラブ表彰、当会前会長の
青木(厚)会員が知事表彰を受賞。所属クラブの仲間たち
も大勢駆けつけ、これまでの活動を讃え合うとともに、仲
間とともに活動できる喜びや楽しさをかみしめていた。

第65回 長野県シニアクラブ大会

　令和７年６月17日㈫、松本市総合社会福祉センター
４階大会議室において、『市町村シニアクラブブロック
研修会』が開催された。
　一般財団法人長野県シニアクラブ連合会および郡・市
町村シニアクラブ連合会が主催する同研修会は、毎年開
催されており、本年度は松本市高齢者クラブ連合会が地
元開催団体として運営にあたった。県内14郡・市町村か
ら総勢91名の会員が参集した。
　長野県シニアクラブ連合会役員も務める当連合会の
石川孝子副会長によるシニア憲章唱和で始まり、活動事
例発表や講演会が行われた。
　中信会場では、安曇野市の矢原鶴齢会の藤澤賢一会
長が、日頃の活動について発表された。訪問(声かけ)活
動、地区の神社境内の清掃活動や花壇づくり、年６回の
会報の発行など、コロナ禍でさまざまな活動制限や縮小
を強いられた状況の中にあっても、生き生きと活動され
ているという報告に、当会役員・理事だけでなく、参加者
全員が聞き入っていた。

　記念講演では、須坂市に拠点を置くアスザックフーズ
㈱より「フリーズドライ食品を知ろう！」と題し、管理栄養
士の曾根川愛理氏が講演。クイズを交えたフリーズドラ
イ食品の紹介や試供品のプレゼントもあり、楽しく知識
を学ぶことができた。

市町村シニアクラブブロック研修会

私たちは松本市高齢者クラブ連合会の活動を応援しています
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　令和７年11月21日㈮、松本市音楽文化ホールで第23
回松本市高齢者健康大会が開催されました。各地区の
会員のみなさんが、日頃から取り組んでいる健康づくり
や生きがい活動の成果を発表する場であり、バラエティ
ーに富んだ13の演目が披露されました。
　手話によるラジオ体操、踊り、女声コーラス、フォーク
ダンス、大正琴やハーモニカ演奏、合唱などが華やかに

披露され、大きな拍手が送られました。
　発表の後は、恒例のアトラクション「お楽しみ抽選会」
が行われ、当選番号が読み上げられるたびに会場は一
喜一憂し、盛り上がりました。
　締めくくりは、全員で県歌「信濃の国」を斉唱し、和やか
な雰囲気の中で幕を閉じました。

私たちは松本市高齢者クラブ連合会の活動を応援しています

6



　第19回松本市高齢者カラオケ大会が、令和７年７月
18日㈮、松本市音楽文化ホールで開催されました。出場
したのは、市高連の会員26人と、プラチナセンターの「う
ぐいすの会」５人、「コスモス会」６人の計37人です。
　最初に「青い山脈」で発声練習をして本番がスタート。
大勢の仲間が来場し、熱唱に聞き入り、応援用のうちわ
を振って声援を送りました。迫力のある音響と照明の中、
ステージ衣装も映え、出演者は心地よく歌い上げました。
　出場者の最高齢は、菅沢吉登さん（島内）95歳。「舞酔
い雪」を声量豊かな渋い声で披露しました。フィナーレ
はステージと客席が一体となって「星影のワルツ」を歌
い、楽しかった一日を締めくくりました。

第19回

私たちは松本市高齢者クラブ連合会の活動を応援しています
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　令和７年10月16日㈭～17日㈮の２日間、松本市総合
社会福祉センター３階プラチナセンターにて、『第45回
松本市高齢者作品展』が、『第14回プラチナセンター利
用者の会文化祭』と合同開催された。
　今回も２日間の日程で開催され、午前の部のステージ
発表では、『プラチナセンター利用者の会』の各サークル
会員による合唱や合奏、マジックショーが披露された。来
場者は皆、時にはともに口ずさんだり、手拍子をしたりし
ながら、思い思いに楽しんでいた。
　また、作品展のブースには、プラチナセンター利用者
の会会員による七宝焼きや押し絵、折り紙作品、書道など
の力作が並び、あちこちから感嘆の声が聞かれていた。

　高齢者クラブ連合会会員と、プラチナセンター利用者
の会会員は、ともに地域で仲間と活動する中高年層とい
う共通点がありながら、普段は交流の機会が少ないの
が現状である。しかし、この文化祭では、「大したもんだ!!」

「素敵な作品で、購入したいくらいだわ」と互いの作品
を褒め合い、会員同士が言葉を交わし、歓談している様
子が見られた。
　それぞれの趣味を楽しむだけでなく、それを発表した
り、披露したりすることを通じて、お互いに新たな出会い
や刺激を得ることができる。『芸術の秋』を堪能できた２
日間であった。
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　11月10日㈪、「令和７年度松本市高齢者クラブ連合会
女性部研修会」が松本市総合社会福祉センター３階プ
ラチナセンター講座室にて開催された。
　今年度は初の試みとして、紙バンド＊えんべこの遠山
千枝美先生を講師に迎え、「クラフト紙バンドを使用した
小物づくり」と題して開催した。２時間という限られた時間
ではあったが、先生があらかじめ作品の土台部分を制作
してきてくださったため、一人１作品の完成を目指した。
　 「これ で 合って

いる？」「意外と
力がいるんだね」

「 次 はどうや る
って？」などの声
が 聞 か れる中、

遠山先生が教室内をあちこち飛び回り、生徒一人一人の
作業ペースに合わせて丁寧に指導してくださった。
　完成した作品は、同じ材料で同じように制作したにも
かかわらず、形や大きさも少しずつ異なっていた。受講
生からは「可愛くできた」「何を入れようかな」との声が
聞かれ、皆自身の作品を大切そうに抱え帰路についた。
　遠山先生は、「今回はシンプルで初めての方でも取り
組みやすい籠を題材としたが、慣れてくれば、もっと大き
な作品や、より細やかな模様の作品も作ることができる」
と話され、身につけられていたネックレスやピアスも紹
介してくださった。小澤市高連副会長（寿台地区高連女
性部長）は、「地区高連でも、また講座を計画して、ぜひ取
り組みたい」と感想を述べていた。　

令和７年11月10日㈪実施日 松本市総合社会福祉センター３階プラチナセンター講座室会 場

　今年度のシニアクラブ女性部研修会は、塩尻市保健
福祉センターにて行われるということで、松本市総合社
会福祉センターに市高連女性部の皆さんが集まり、中型
バスに乗り合い、会場へ向かった。
　県シニア連女性部長でもある石川副会長のシニアク
ラブ憲章唱和に始まり、午前中は、消費生活センター消
費者教育アドバイザーの太田真由美氏より講義を受け
た。
　高齢者が被害に遭うことが多いことや、その背景に、
加齢に伴う自身の健康面への不安や、大切な家族のた
めに『資産を残したい、増やしたい』という思いが強い
ことなどを知り、受講者は皆「自分事」として真剣な面持
ちで聞き入っていた。また、講義の中で行われた寸劇で
は、市高連役員も台本を持ち、役になりきって日々巧妙
化する消費者被害について学んでいた。迫真の演技で
あった。
　午後は、キノハナkinano(北相木村)の坂本皓太氏によ
る『スターチスボックス』作りが行われた。森林教育を兼
ねた「北相木村クイズ」で、日本の森林面積や世界一の
ご長寿木について学んだ。正解はなんと約8,000歳との

こと。クイズは全10問であったが、坂本氏いわく、「未だ
かつて誰一人全問正解した方はいない」とのこと。会場
からは「おー!!」「へー!!」という声が上がり、楽しく学ぶこ
とができた。
　実技として行われた「スターチスボックス作り」に提供
していただいたスターチスは、市場に出すことができな
い「規格外」のスターチスをドライフラワーにしたもの
で、色とりどりのスターチスは、素人目には何が「規格外」
なのか全く分からないものであった。講師より作り方を
一通り教えていただいた後、制作を開始。受講者は思い
思いに制作を進めた。作業に没頭！！会場はそれまでと打
って変わり、静寂に包まれた。同じ花を使っての制作で
あったが、完成品は一つとして同じものはなく、それぞれ
の個性が光る作品
となった。完成後
は記念写真を撮影
し、皆さんの笑顔
も可愛く咲いてい
ました。
(*^▽^*)

令和７年７月23日㈬実施日 塩尻市保健福祉センター会 場

令和７年度 女性部研修会
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　９月30日㈫、第65回市高齢者ペタンク・モルック大会
が、やまびこドームで開催されました。今回から、ゲート
ボールは出場チームが少なくなったため種目から外し、
新たにモルックを導入しました。
　モルックはフィンランド発祥で、日本ではここ２～３年
で急速に普及しているニュースポーツです。道具はすべ
て白樺の木で作られています。ルールはシンプルで、子

どもから大人まで年代を問わず一緒に楽しめる魅力が
ります。
　ペタンクは14チーム、モルックは８チームが出場し、
総勢88名の選手たちは、心地よい汗を流しながら真剣
に競技を楽しみました。
　昼食は、連合会ごとに弁当を囲み、なごやかに交流を
深めました。

第65回　松本市高齢者ペタンク・モルック大会

モルック
優　勝　梓川B(丸田)
準優勝　梓川A(上野)
第３位　島内B
第４位　寿台B

大会結果

ペタンク
優　勝　板場A
準優勝　板場B
第３位　梓川B
第４位　奈川A　

大会結果
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　令和７年６月５日㈭、最高気温が27.9度と６月下旬並
みの暑さとなったこの日、毎年恒例となっている「春の花
植え」を行った。ペチュニア、サルビア、マリーゴールド、
ベゴニアの４種類を各80株、松本市総合社会福祉セン
ター玄関脇の花壇に手際よく植えていった。
　地域の方やセンターを利用される方から「毎年楽しみ
にしているよ」「きれいだね」と声をかけていただき、作
業にあたった役員・理事の笑顔も輝いていた。

　令和７年10月23日㈭、
酷暑の夏がようやく過ぎ
去ったこの日、松本市高
齢者クラブ連合会事業の

『秋の花植え』を実施した。松本市総合社会福祉センタ
ー玄関脇の花壇も衣替えの時期である。
　パンジー、ビオラ、葉牡丹など、冬の寒さに強い草花へ

の植え替えを行った。
　葉牡丹は、冬の寒さで葉が牡
丹のように色づくため、花が少
ない冬の庭を彩る「観賞用」の植
物として知られている。春になる
と茎が伸び、黄色い小さな花を
付けるという。その小さな花が咲
くのを、今からとても楽しみであ
る。

シニアクラブ小立との交流会
　山梨県富士河口湖町のシニアクラブ小立の会員25人
が、５月22日、松本市高齢者クラブ連合会を訪問しまし
た。松本市側からは、役員・理事８人と事務局３人が対
応にあたりました。
　シニアクラブ小立は、役員研修旅行の一環で松本市高
連との交流研修会を企画。午前10時に会場の大手公民
館に到着した一行は、カラフルな揃いのジャンパー（会
服）姿で目を引きました。
　あらかじめ設定した会員確保、後継者問題、社会福祉
協議会や行政との協力、親睦を図る活動・行事の活性
化、奉仕活動などについて意見を交わしました。会員確
保では「加入のメリットや魅力を工夫して伝える必要が
ある」、役員の後継者問題では「自己犠牲ではなく相応の
待遇を」「後継者育成のシステム構築を」などの意見が
出されました。
　女性の力という観点では、木立の女性委員会は歴史
が浅く「使い走りではなく、女性に担ってもらう方向へ転
換中」との現状説明がありました。
　木立では、これまでの「木立老人クラブ」を令和７年度

から「シニアク
ラブ小立」に改
称し た そうで
すが、その効果
については今後に期待しているそうです。
　シニアクラブ小立がある富士河口湖町の人口は２万
7,089人。町内には11地区があり、小立地区の人口は
6,089人。シニアクラブ小立の会員数は386人。松本市と
小立地区は人口規模では比較できませんが、シニアクラ
ブ小立の財政状況は、歳入が約800万円、歳出が約500
万円、繰越金約300万円と安定しており、松本市側にとっ
ても参考となる内容でした。

　交流会は２時間にわたっ
て熱心に行われ、最後に島
内高齢者クラブ連合会が発
行している「お達者通信」の
紹介があり、小立の皆さんも
興味深くご覧になっていま
した。

社会奉仕活動

私たちは松本市高齢者クラブ連合会の活動を応援しています
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地区活動だより

　５月７日㈬～８日㈭は、「私のお得意料理」。会員の荒
井多美子さんが、味噌作りを伝授してくれました。材料の
大豆20㎏は、荒井さんが前日に自宅で水洗いし、一晩水
に漬けたものを島内公民館に持ち込んでくれました。ま
た、麴も蒸した米と種麴を合わせ作ってきてくれました。
　手順は、大豆をゆでる―つぶす―大豆と麴を合わせ
る―天地返しを繰り返す―両手で玉を作り桶の中に叩
きつける―桶で一晩寝かす。翌日、容器に詰めて持ち帰
り。22人が参加し、力仕事の末、おいしい手作り味噌が完
成しました。
　９月３日㈬、手芸教室。アクリルたわし作りに挑戦。ヤ
ーンと呼ばれる糸で編みました。このたわしは、とても汚
れがよく落ちるので評判もよく、参加した会員17人はせ
っせと編み上げました。
　11月19日㈬、料理教室。いつもは食生活改善推進員の
指導を受けていますが、今回は自分たちでメニューを考
え材料をそろえて行いました。事前に女性部長４人が案
を出し合って話し合い、メニューはロールキャベツ、長芋
ツナマヨネーズサラダ、炊き込みきのこご飯。

　参加した20人の会員は皆ベテランの主婦。３つの献
立をテキパキとこなし、盛り付けもきれいに完成。食欲
の秋にふさわしく、話も弾みおいしくいただきました。
　３月４日㈬、反省会。１年間の活動を振り返り、新年度
には、「ああいうことをしたい、こういうことをやってみて
はどうか」と意見を出し合いました。この反省会も年度末
の恒例行事としてすっかり定着し、活動の話題に限らず、
さまざまな話に花が咲きました。21人が参加し、蕎麦ラ
ンチを食べながら盛り上がりました。

健康ひろばin島内　
　月に２回、島内公民館講堂で開催している「健康ひ
ろば㏌島内」は、延べ553人の参加がありました。毎
回、内容を考え、指導してくれるのは、地元にお住まい
の犬飼己紀子・松本大学名誉教授です。
　さまざまなストレッチ運動はもちろん、２人で向き
合ってやる「あっち向いてホイ」は瞬発力や脳トレも兼
ねています。椅子に輪になって座り、順番に「一人で来
ました」「二人で来ました」「三人で来ました」「四人で
来ました」と大きな声を出して起立するゲーム（？）で
は、立たなかったり、遅れて立ったり、先走って立ち上
がったり、笑いが絶えません。楽しく心地よい汗をかく
１時間あまりです。

女性部

島 内 地 区

私たちは松本市高齢者クラブ連合会の活動を応援しています
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まつもと街なか散策
　快晴の５月19日㈪、27人が参加して行われました。JR
島内駅から大糸線に乗って松本駅まで行き、出発場所の
四柱神社へ。切符は各自で買う――これも大切なこと。
　くじ引きで５～６人のグループに分かれ、思い思いの
コースを歩きながら、おしゃべりを楽しみました。ランチ
やお茶でくつろぎました。新しくできた市立博物館を訪
れたグループもありました。

　事前に配布した注意書きには、持ち物として「帽子、水
分、常備薬、小遣い」を記載しました。

秋の体育祭
　以前は単位クラブごとに得点を競う対抗戦でしたが、
現在は参加者全員を10グループに分けて競技を行って
います。初対面や普段あまり交流のない人と同じグルー
プになることで、親睦を深めています。
　９月17日㈬に開催、45人が参加し、スカットボール、ラ
ダーゲッター、ビーンボウリング、フリスビーの４種目を
ハッスルプレーで楽しみました。審判員が厳正にスコア
をつけ、上位３グループには、おいしいお菓子のセット
が贈られました。
　この体育祭には、島内地区福祉ひろばのコーディネー
ター３人と島内地区生活支援員が全面協力してくださ

り、準備体操、クールダウン体操、審判、成績の記録を担
当し、スムーズな進行を支えてくださいました。

島 内 地 区

地区活動だより

「お達者通信」展示会
　10月8日㈬～28日㈫、島内公民館・ギャラリーピアッツ
アで開催。島内高齢者クラブ連合会が発行している壁新
聞「お達者通信」の創刊号から22号までを展示しました。
　創刊号が発行されたのは2022（令和４）年９月。クラ
ブの活動を記録し振り返るとともに、クラブの存在や活
動内容を広く知ってもらいたいとの思いで発行を続けて
います。加盟６クラブの会長が寄稿したコラムは、活動
に対する強い思いとともに、それぞれ深～い味わいがあ
り、上々の評判でした。
　活動資金の一助になればと、バザーを併催しました。
初めての取り組みで不安もありましたが、会場が明るい

雰囲気に包まれ、来場
者との会話も弾みまし
た。新米、季節のフルー
ツ、クラフト作品、わさ
び漬けのほか、女性会
員が作ったアクリルた
わしも並べ、協力を呼び
かけました。売り上げの
一部１万円を市民タイ
ムスの「おもいやりボッ
クス」に寄託しました。
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地区活動だより

　寿台四丁目長寿会は、11月5日、参加者17名でマイク
ロバスを借りて「もみじ狩りと諏訪湖遊覧船の旅」に行っ
てきました。
　計画では岡谷の出早公園の紅葉を見る予定でした
が、例年より10日ばかり紅葉が遅れているとの情報を受
け、急遽、行き先を変更して蓼科湖まで足を延ばしまし
た。湖に映る赤や黄色の紅葉はとてもきれいでした。昼
食は料亭のお弁当で、皆さんから「おいしい」と好評でし
た。茅野の長円寺にも立ち寄り、秋を堪能しました。帰り
は、おぎのやドライブインと併設されたお肉屋さんでお
買い物、その後、岡谷の富士アイスで大判焼きを買って
帰途につきました。久しぶりに気心の知れた仲間とバス

に揺られ、観光気分を味わいながら、一緒に食事やおし
ゃべりを楽しみ、思い出に残るバス旅となりました。「ま
た来年もみんなで行きたいね」と…さてさて次回はどこ
へ行きましょうかね。

寿台四丁目長寿会

寿 台 地 区

島 内 地 区

小野みどり 作 真 峯 僖 子  作 石 川 孝 子  作

倉 田 路 子  作

武井智惠子 作
（和服リメイク作品）

寿 台 地 区

和 田 愛 子  作
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松本市からのお知らせ
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島
内
高
松
に
お
住
ま
い
の
９１
歳
の
女
性

会
員
を
訪
ね
た
時
、机
の
上
に「
し
お
ん
会

四
十
五
年
の
足
跡
」と
い
う
フ
ァ
イ
ル
が

あ
る
の
に
気
付
い
た
。お
借
り
し
て
、か
い

つ
ま
ん
で
読
み
進
め
た
。

　
「
し
お
ん
会
」は
、昭
和
35
年
１
月
に
農

家
の
若
い
嫁
17
人
が
会
員
と
な
り
発
足
し

た
若
妻
会
。し
お
ん（
紫
苑
）は
、秋
に
淡
紫

色
の
花
を
た
く
さ
ん
付
け
る
キ
ク
科
の
多

年
生
草
木
。

　

フ
ァ
イ
ル
に
は
、A
４
判
1
枚
に
、そ
の

年
1
年
分
の
活
動
が
月
ご
と
に
ま
と
め
ら

れ
、昭
和
35
年
か
ら
平
成
16
年
ま
で
の
45
枚

が
つ
づ
ら
れ
て
い
た
。さ
ら
に
写
真
17
枚
も

添
付
さ
れ
、充
実
し
た
活
動
記
録
で
あ
る
。

　

い
ま
９１
歳
の
女
性
会
員
は
、25
歳
の
時

に「
し
お
ん
会
」の
発
足
メ
ン
バ
ー
と
な

り
、農
村
社
会
で
生
き
て
い
く
こ
と
に
な

る
。「
し
お
ん
会
」で
は
、信
濃
毎
日
新
聞
の

投
書
欄
に
掲
載
さ
れ
た「
農
村
の
若
夫
婦

の
育
児
」「
楽
し
い
農
村
へ
の
道
、月
給
制
」

に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
り
、「
若
妻
の
立
場
」

「
若
妻
の
果
た
す
役
割
」に
つ
い
て
研
修

会
も
開
催
。

　

ま
た
、保
健
婦
さ
ん
を
交
え
、家
族
計

画
、避
妊
方
法
、中
絶
の
恐
ろ
し
さ
な
ど
に

つ
い
て
話
し
合
っ
た
。田
植
え
が
終
わ
っ
た

ら
農
休
み
。記
録
に
は「
皆
、黒
い
顔
で
集

ま
っ
た
」と
記
さ
れ
て
い
る
。若
妻
た
ち
の

歩
み
は
、新
生
児
た
ち
の
成
長
の
歩
み
で

も
あ
る
。会
発
足
か
ら
10
年
後
の
昭
和
45

年
の
夏
休
み
に
は
、子
ど
も
た
ち
を
連
れ

て
新
潟
県
へ
海
水
浴
に
泊
ま
り
が
け
で
出

か
け
た
。

　

そ
の
昭
和
45
年
に
は
、36
歳
以
上
の
会

員
で
新
生「
し
お
ん
会
」が
発
足
し
、若
い

嫁
だ
け
の
新
し
い
会
も
で
き
た
。記
録
で

は
、新
年
会
や
農
休
み
、忘
年
会
な
ど
で
、

な
ぜ
か「
卵
酒
」が
よ
く
登
場
す
る
の
も
面

白
い
。子
ど
も
か
ら
手
が
離
れ
て
か
ら
は
、

旅
行
が
楽
し
み
と
な
っ
た
。天
橋
立
、京

都
、城
崎
温
泉
、小
豆
島
、姫
路
城
、仙
台
、

松
島
、永
平
寺
、身
延
山
、下
部
温
泉
、木
曾

路
、黒
部
、能
登
な
ど
な
ど
。

　

平
成
元
年
、創
立
30
周
年
。10
月
の
創
立

記
念
懇
親
会
で
は
、こ
れ
か
ら
は「
健
康
づ

く
り
」が
大
事
な
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
こ
と

を
皆
で
確
か
め
合
っ
た
。そ
し
て
、こ
の
頃

か
ら
会
合
で
仲
間
の
ご
冥
福
を
祈
る
こ
と

も
出
始
め
た
。

　

平
成
16
年
以
降
は
、記
録
が
残
さ
れ
る

こ
と
も
な
く
、現
在
の
会
員
は
３
人
に
ま

で
減
少
し
た
。私
は
85
歳
。記
録
づ
く
り
に

携
わ
っ
た
91
歳
の
女
性
会
員
と
、ほ
ぼ
同

じ
時
代
を
生
き
て
き
ま
し
た
。記
録
の
１

行
１
行
に
納
得
し
、共
感
を
覚
え
ま
す
。地

域
の
農
村
社
会
で
、夫
婦
で
農
業
に
い
そ

し
み
、農
家
の
嫁
同
士
の
絆
を
大
切
に
し

な
が
ら
、前
向
き
に
明
る
く
、し
な
や
か
に

歩
ん
で
き
た
女
性
た
ち
。こ
ん
な
記
録
に

出
会
え
た
こ
と
に
感
謝
々
々
で
す
。

若
妻
会
の
記
録
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このたびは、広報誌に広告のご協賛をいただき、誠にありがとうございます。本誌は誌面を通じて会員
の交流・情報交換はもとより、地域の皆様に老人クラブの活動をご理解いただき、一層の交流の輪を広げるために発行するものでございます。
以上の趣旨をご理解いただき、引き続き広告掲載のご協力を賜りますようお願い申し上げます。 【松本市高齢者クラブ連合会】

ご協賛いただいた皆様への御礼


